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社会連携本部

Ⅰ 中期目標期間の実績概要 

１．組織の特徴 

（１）社会連携本部の目的と沿革

社会連携本部は，本学の社会連携活動の推進に関し，①社会連携の推進及び東京工業大学基金の運

営に関する事項，②社会連携に関連する各種事業や組織との連携及び調整に関する事項，③学内外の

情報収集及び分析に関する事項，④その他社会連携の推進に必要な事項を行うため，平成 25年４月

１日に，従来の「社会連携センター」及び「創立 130周年事業統括本部」を統合して設置された。 

（２）社会連携本部の体制と業務

社会連携本部は，学長を本部長とし，本部長代理には，社会連携を担当する理事･副学長が就任し，

本部員には，各部局長が就任している。 

社会連携本部に，｢社会連携センター｣，｢東工大コミュニティ部門｣，｢東工大基金部門」を置き，｢社

会連携センター｣は，社会連携の円滑な推進に関する業務，｢東工大コミュニティ部門｣は，卒業生等

との連携に関する業務，｢東工大基金部門」は，東京工業大学基金にかかる諸活動に関する業務を担

当する。 

（３）社会連携改革

  平成 26年５月に取りまとめられた「東京工業大学 平成の改革 骨子」では，社会連携改革につ

いて，教育改革，研究改革やガバナンス改革と共に大学改革の重要な柱として，社会への提言機能，

産学連携機能及び広報機能の充実を目標に掲げ改革を進めた。とりわけ，社会への提言機能の充実に
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関し，社会・地域・海外から希求されるプロジェクト及びプロジェクト実施組織の柔軟な設置と運営

を行った。社会連携センターでは，目黒区及び大田区との連携協定を結び理科教育支援を実施し，ま

た，エジプト日本科学技術大学（E-JUST）の運営を支える主要支援大学としてエジプトの高度人材育

成に貢献するなど，社会・地域・海外から希求されるプロジェクトなどを実施し，本学の社会連携改

革を推進した。 

 

２．実績の概要 

（１）社会連携センターの活動 

社会連携センターは，社会連携の円滑な推進のため，次の活動を実施した。 

①小中学生への理科教育の支援 

近隣の小中学生への理科教育を支援するため，目黒区及び大田区との間で「連携・協力に関する協

定」を締結し，区内の小学校への出前授業を行うとともに，目黒区教育委員会との連携講座やサイエ

ンスカフェなどを実施した。 

 

②一般向けセミナー等の実施 

一般社会人等に対しては，オープンキャンパスなどの全学行事や各種シンポジウム，講演会などを

開催し，本学の教育・研究活動を積極的に公開した。一方，社会人への人材育成の観点からは，社会

人教育院が提供するプログラムを実施することにより，生涯学習や技術指導などを通して社会貢献に

努めた。 

 

③アジア圏での理工学分野における国際貢献 

国際的な社会貢献としては，エジプト日本科学技術大学（E-JUST）に対し，本学は，日本式工学教

育・研究を導入した E-JUST の運営を支える主要支援大学の一つとして，本学の教員派遣や E-JUST学

生の短期・長期受入を行うことで，エジプトの高度人材育成に貢献した。また，本学とタイの教育機

関とのネットワークを構築し，タイの製造業における中核人材を養成するために「TAIST-Tokyo Tech」

を設立し３つのプログラムを運営した。 

 

（２）東工大コミュニティ部門の活動 

東工大コミュニティ部門は，卒業生等との連携に強化するため，次の活動を実施した。 

平成 24年度から毎年ホームカミングデイを実施し，本学が行っている教育研究を始めとする様々

な取組の現状を広く周知したほか，在校生と卒業生との貴重な交流の場として，さらに，地域の方々

に本学を理解していただく場として有効に機能することができた。また，卒業生との連携を戦略的に

進める上で必須となる名簿管理に関し，他大学の実態を調査し，検討した結果，新たに「東工大オン

ラインコミュニティ（名簿システム）」の構築を決定し，平成 27年６月より運用を開始した。登録者

へは，ホームカミングデイなどのイベント情報や本学の研究最前線の情報などを掲載したメールマガ

ジンを配信した。 
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（３）東工大基金部門の活動 

東工大基金部門は，東京工業大学基金に関し，次の活動を実施した。 

①創立 130周年募金活動 

有識者や同窓生で構成した東工大基金支援会を立ち上げ，平成 20年度から平成 24年度に募金活動

を行った結果，目標額を上回る約 51 億円の寄附を受けた。 

 

②「東工大サポーターズ会員制度」の創設 

本学を継続的に支援いただく寄附制度として平成 26年度に「東工大サポーターズ会員制度」を創

設した。卒業生や企業等に対し，積極的な PR活動を開始した。 

 

③若手研究者支援「末松基金」の設立 

本学元学長である末松安晴先生から平成 26年度に寄附があった 2,500万円を基に，平成 27年６月

「末松基金」を設立した。若手研究者への支援を行うことで同基金への更なる支援を募ったところ，

合計約 6,000 万円の基金となった。 
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Ⅱ 特記事項 

１．優れた点 

（１）社会連携センター 

地域における大学の役割を果たすため，以下のとおり社会貢献に努めた。 

・大田区及び目黒区との「連携・協力に関する協定」の締結 

・防災訓練への地元住民の参加 

・初等理科教育支援 

・桜花観賞 

・大岡山さくら祭りへの協力 

 

（２）東工大コミュニティ部門 

新たな名簿システム「東工大オンラインコミュニティ」に，これまで外国人卒業生を対象として運

用していた名簿システム「TAMEDAS」を統合することにより，本学の人的資源の包括的な情報管理が

可能となった。また，登録者へホームカミングデイなどのイベント情報や本学の研究最前線の情報な

どを掲載したメールマガジンを配信し，卒業生との連携強化を図っている。平成 28年 3月現在，約

7,200名が登録している。 

 

（３）東工大基金部門 

個人や企業から定期的に定額を支援していただく「東工大サポーターズ会員制度」を平成 26年度

に創設したことにより，安定した寄附金収入が得られるようになり，地域における初等理科教育支援

など，継続的な社会貢献が可能となった。また，寄附者に対し謝意を表するとともに東工大基金の使

途及び活動報告を行う「感謝の集い」を開催し，寄附者との連携を深めている。 

 

２．特色ある点 

（１）社会連携センター 

本学で実施するイベント情報や研究成果を本学同窓会である蔵前ジャーナルに掲載するなどし，大

学運営にかかる情報などを学外へ発信した。 

また近隣の目黒区，大田区と連携・協力し連携講座や小中学生向けのサイエンスカフェなどを実施

し，小中学生への理科教育支援を継続的に実施している。 

 

（２）東工大コミュニティ部門 

平成 24 年度から毎年開催しているホームカミングデイは，その在り方を考えるタスクフォースで

検討を重ね，これまでの同窓力強化に加え，平成 27 年度からは，教職員及び学生が全学一体となっ

て卒業生と交流，及び，社会と連携を図るためのイベントを目指すこととなり，小中学生，高校生，

保護者，本学学生の家族，地域の方々を対象とした講演会や研究室公開などのイベントを設け，広く

情報発信をすることで社会との連携を深めている。 
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（３）東工大基金部門 

多様な寄附者からのニーズに対応するため，東工大基金の寄附メニューの充実を図った。特に平成

27 年度に導入を決定した古本募金は，現金以外ではなく読み終えた本で寄附を募る新しいスタイルの

募金方法であり，特に若い年代への寄附文化の醸成に資すると考えている。 

また，新入生保護者向けにカレンダーキャンペーンを導入し，新たな寄附者層からの寄附獲得に繋

げた。 
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Ⅲ 次期中期目標期間に向けた課題等 

（１）社会連携センター 

  地域住民に対して，東工大の活動についてさらに理解を得るような取組みを検討する。 

  理科教育支援について，異なる形態での支援について試行する。 

 

（２）東工大コミュニティ部門 

「東工大オンラインコミュニティ（名簿システム）」については，提供するサービスを向上させ，

魅力あるシステムとすることで，登録者の増加を図る必要がある。 

ホームカミングデイについては，同窓生との連携強化と社会との連携強化を両立させ，企画内容を

工夫し，毎年，一定（1,500名）以上の来場者を確保する必要がある。 

 

（３）東工大基金部門 

130 周年記念事業終了後の寄附金受入状況は，やや横ばい状態であり，いわゆる周年事業の燃え尽

き症候群の様相を呈している。今後，新たな募金戦略を策定し，130 周年事業において培った卒業生

や社会とのネットワークを進化させつつ，募金活動を強化していく必要がある。 

 

 

≪第 1期中期目標期間において抽出した課題の改善状況≫ 

（１）学内情報の把握と適切な学内外との社会連携 

・学内の出来事を外部へ発信することは，適切なタイミングで正確な情報発信が必要となるが，こ

のために日頃から学内情報を幅広く把握しておく必要がある。この学内情報には，社会連携活動で

あるものも当然含まれ，本学の社会連携活動の実態全体を明らかにし，場合によっては，それぞれ

に実施されている社会連携活動を支援する方策に関して検討を行うこととする。 
・現在，様々な地域貢献活動が，それぞれの部局，専攻，事務担当で行われており，このような自

律的な活動が積極的に行われていることは，評価できるものと考えている。 
一方，大学全体としての社会連携活動を戦略的に展開しようとする場合には，それぞれに行われて

いる活動を尊重しうまく活動してもらうような方策を提供することも必要と考える。 
・増大する小中学校からの連携の要望に比して，スタッフの数が充分とは言えず，充分に要望に応

えられない状況であることから，教員の活躍を，社会貢献へ結び付けることができるような効果的

な体制を構築し，不断の見直しをしていく必要がある。 
 （改善状況） 

  ・学内のイベント調査の際に，それぞれの部局等で実施した社会貢献活動も報告いただくよう調査

を行っている。 

・目黒区と連携・協力に関する基本協定書を締結した。 

・近隣地域への社会貢献を目的として，目黒区，大田区と連携して，以下の取組を行った。 

   ○理科教育支援活動 

   ○大田区民大学（東工大提携講座） 

・本学で実施されるイベント等は，本学ホームページでも積極的に発信しており，様々な社会連携
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活動について全学的に把握できるようになっている。また，目黒区，大田区から依頼がある小中

学校への理科教育については，協力できるものを選択の上実施してきており，教員単位で協力し

てもらうケースから，専攻単位で協力を検討するケースなども出てきており，より組織的になっ

てきている。 

 

（２）130年記念行事に係る将来を見据えた社会連携 

・130 年を機会に，地域社会との連携を強化し，地域社会の一員としての大学の役割を果たすこと

ができるような仕組みを構築する必要があると考える。 
 （改善状況） 

・平成 25 年４月１日に，従来の「社会連携センター」及び「創立 130周年事業統括本部」を統合

して社会連携本部を設置し，地域社会との連携を強化し，地域社会の一員としての大学の役割を

果たすための仕組みを構築した。 
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Ⅳ 中期計画の実施状況（主担当分） 

中期計画【33】「初等中等教育に対する理科教育への支援及び社会人教育院等において，生涯学習や技

術指導の機会を提供する。また，国際的にも科学技術で社会貢献を行う。」に係る状況 
 

社会連携に係る基本方針・戦略の策定と総合的な連絡調整を行う組織として，25年４月１日に，社会

連携センター及び創立 130周年事業統括本部を統合した社会連携本部を設置し，これまで以上に地域社

会との連携を強化し，大学の役割を果たすこととした。 

さらに，26年５月に「東京工業大学 平成の改革 骨子」を取りまとめ，社会連携改革について，教

育改革，研究改革やガバナンス改革と共に大学改革の重要な柱として，社会への提言機能，産学連携機

能及び広報機能の充実を目標に掲げ改革を進めた（資料１）。とりわけ，社会への提言機能の充実に関

し，社会・地域・海外から希求されるプロジェクト及びプロジェクト実施組織の柔軟な設置と運営を行

った。 

 

初等中等教育に対する理科教育への支援としては，地域社会との連携を強化するため，近隣の目黒区，

大田区と連携・協力に関する協定書を締結し（資料２，３），目黒区，大田区の小学校への出前授業，

博物館と目黒区教育委員会との連携講座（資料４），小中学生向けのサイエンスカフェ等（資料５，６）

を実施するなど継続的な支援活動を行った。また，本学の研究成果や活動を広く社会に周知するため，

前述２区以外でも，小中学校への出前授業，生命理工学研究科等による高校生のための講習会や公開講

座等（資料７，８）及び東工大基金事業による松本工業高校等への出張講義（資料７）などを行った。

さらに，オープンキャンパスを開催し，本学の教育内容や研究室を積極的に公開した（資料９）。 

 

本学が誇る最先端の科学技術の紹介や，社会人のキャリアアップ，産業のグローバル化へ対応できる

企業人の養成等を目的に 21 年に設置された社会人教育院では，社会の第一線で活躍してきた経験豊富

な方々に，再度学び直す場を提供することを使命とし，本学の高度な専門性やユニークさを活かした大

学院レベル技術系継続教育プログラムにより，生涯学習や技術指導などの機会を提供した（資料 10，11）。 

 

国際的な社会貢献としては，エジプト日本科学技術大学（E-JUST）に対し，日本式工学教育・研究を

導入した E-JUST の運営を支える主要支援大学の一つとして，教員派遣や E-JUST学生の短期・長期受入

を行うことで，エジプトの高度人材育成に貢献した。特に教員派遣では，E-JUSTの８専攻のうち，産業

経営工学，エネルギー資源工学，環境工学の３専攻と，支援大学である４大学の中で最も多く，26年度

に延べ 27名もの教員を派遣した（資料 12）。また，本学とタイの教育機関とのネットワーク構築を推進

し，タイの製造業の中核人材となる高度な知識を身に付けた研究技術者・開発担当者を養成する

TAIST-Tokyo Techを設立し，これまでに３つのプログラムを継続運営している（資料 13，14）。運営に

際しては，運営費の一部及び学生への奨学金として，賛助会員である企業，卒業生や個人からの寄附金

を活用した。修了生はタイ国内企業への就職はもとより，日本や欧米の大学への進学など幅広く羽ばた

いており，アジア諸国間の更なるネットワークの強化に貢献した。これらの取組は海外オフィスを拠点

として行っており，社会連携改革において広報機能の充実を図るにあたり求められる海外オフィス等の

充実と学生獲得の努力に結びつくものである。  
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（資料１）「東京工業大学 平成の改革 骨子」 

 
            

出典：本学作成資料 
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（資料２）国立大学法人東京工業大学と目黒区との連携・協力に関する基本協定書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

出典：広報・社会連携課保管資料 
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（資料３）国立大学法人東京工業大学と大田区との連携・協力に関する基本協定書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：広報・社会連携課保管資料 
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（資料４）近隣地域における理科教育支援活動 
◆近隣地域における理科教育支援活動一覧表 
概 要 
 東京工業大学は隣接する目黒区，大田区と連携して理科教育支援活動を行っている。主に小中学生を
対象としたイベントへの参画，現職の理科教員を対象とした研修を積極的に行っている。 
 
実 績 
1）目黒区 
年度 開催日 名称 概要 
H22 H22. 6.13 「ふぇすた環境  in 目

黒 2010」 
・原子炉研の有冨研究室が参加。「水の不思議」と題し
て，水の流れを高い周波数をもつ超音波を利用して可
視化を行うデモンストレーションや水浄化の仕組みを
炭から作られた凝集沈降剤を使用して絵の具水の浄化
体験を実施した。 

H23 H23. 6.12 「ふぇすた環境  in 目
黒 2011」 

・環境問題への工学的・化学的見地からの取り組みを
参加した子どもたちに紹介することで，科学の面白
さ・魅力を知ってもらう。原子炉研の有冨研究室が参
加。 

H24. 3.24 目黒区連携講座 もっと
身近にサイエンス ！
2012「みんなの未来のエ
ネルギー」 

・総論は講義・対談形式，各論は実習・実演形式で私
たちの身近な電気について学んだ。 
 

H24 H24. 6.23 目黒区立中根小学校生
徒来学 

・中根小学校の生徒さん複数名が「地域を知ろう」と
の班別研究の一環で来学。見学及び構内案内を実施し
た。 

H24. 7. 6 目黒区立大岡山小学校
生徒来学 

・大岡山小学校の２年生６名が総合学習の班別研究の
一環で来学。見学及び構内案内を実施した。 

H24. 7.11 目黒区内中学校理科教
員研修 

・区内の中学校に勤務する理科教員から希望者を募り，
グリーンヒルズ１号館の見学会，伊原准教授による説
明及び質疑応答を行った。 

H24. 3.23 目黒区連携講座 もっ
と身近にサイエンス！
「エネルギー変換って
何？太陽電池，燃料電池
のしくみとこれからの
エネルギーシステム」 

・グリーンヒルズ 1 号館（環境イノベーション棟：EEI
棟）で太陽電池・燃料電池に関する講演と施設見学を
行います。対象は目黒区内在学の中学生以上。 

H25 H25.5.7 目黒区立中根小学校 
出前授業 

・本川達雄教授が５年生を対象に，教科書に掲載され
ている「生き物は円柱形」をテーマに，さまざまな教
材を使って分かりやすく伝えた。 

H25.6 月 
～H26.3 月 

学生による小学校での
科学教室 

・区内小学校において学生による科学教室を開催した。 
6.30 田道小学校 「万華鏡づくり」 
7. 3 緑ヶ丘小学校 「コップギターづくり」 
3.12 緑ヶ丘小学校 「入浴剤づくり」 

H26.2.7 目黒区立第十一中学校 ・１年生３名が職場見学として，国際開発工学専攻江
頭研究室を訪問した。 

H26.3.15 目黒区教育委員会・東京
工業大学百年記念館共
催講座「もっと身近にサ
イエンス！」 

・“バイオを学ぼう”をテーマに，主に中学生を対象と
した講座を開催した。 
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H26 H26.4.18 目黒区連携講座「もっと
身近にサイエンス！ バ
イオを学ぼう！」 

目黒区教育委員会と本学生命理工学研究科及び博物館
の共催により実施した。小中学生を主な対象としたが，
DNA を自らの目で見たという経験は，将来の進路に関
係なく貴重な体験となり，理系人材の育成に寄与した。 

H26.12.7 目黒エコ祭り（エコライ
フめぐろ推進協会） 

目黒エコ祭りに，国際開発工学専攻（神田研究室）が
出展し，環境問題に触れ合う場を提供した。 

H27.2.6 職場訪問 目黒区立第十一中学校の生徒が本学を訪問し，見学や
インタビューを通して職業，社会のルール，マナーな
どに対する意識を醸成した。 

H27.3.8 目黒区連携講座「もっと
身近にｻｲｴﾝｽ！超分子化
学：ﾅﾉｻｲｽﾞのｶﾌﾟｾﾙを作
る」 

高校生を対象としたｻｲｴﾝｽｶﾌｪを開催し，分子ｶﾌﾟｾﾙの合
成や性質に関する講義や質疑応答，実験に参加するこ
とにより理系人材の育成という面でも効果があった。 

H27 
 
 

H27.11.1 
H27.11.3 
H27.11.7 
H27.11.8 
 

Scitech Science School 
2015 

本件は本学学生によるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで，目黒区・大田区の
小学生(4～6 年生)に 4 日間同じ子供たちに対して「科
学」の楽しさや「ものづくり・科学」を考える機会と
なるような，探求型科学イベントを実施した。 

H28.2.20 
 
 

目黒区連携講座「色の世
界を体験しよう 視覚
と色のサイエンスを学
ぶ」 

中高校生を対象としたｻｲｴﾝｽｶﾌｪを開催し，色彩科学に
関する講義や視覚実験を通して色の現象を体験し，理
系人材の育成という面でも効果があった 

 
2)大田区 
年度 開催日 名称 概要 
H22 H22. 4.24 

H22. 5.29 
H22. 6. 5 
H22. 7.27 

清水窪小学校での科
学教室 

・親子で一緒に科学実験を行い，科学に関する共通の体験
を得ることを目的として開催。学生が講師を務めた。 
○第１回：「ふくらむ科学」→カルメ焼き・サイダ―作り 
○第２回：「ドライアイスで遊ぼう!!」→ドライアイス実
験・アイスクリーム作り 
○第３回：「パスタ橋を作ろう！」→乾麺を用いた橋によ
る強度実験 
○第４回：「花火の科学」→花火実験(鉄粉の燃焼実験・炎
色反応)・花火作り 

H22. 5. 8 大森第六中学校でス
クールパートナー活
動開始 

・大森第六中学校で，数学・英語の補習教室のサポート，
理科クラブのサポートをする「スクールパートナー」活動
を開始した。 

H22. 5.14 石川台中学校でスク
ールパートナー活動
開始 

・石川台中学校で，主に理科授業をサポートする「スクー
ルパートナー」活動を開始した。 

H22. 7.29 赤松小学校での科学
教室 

・親子で一緒に科学実験を行い，科学に関する共通の体験
を得ることを目的として開催。学生が講師を務めた。内容
はドライアイス実験・アイスクリーム作り。 

H23. 1.29 小学生向けロボット
教室「人に役立つロ
ボットを作ろう」 

・主催は機械宇宙システム専攻広瀬・福島研究室（後援：
学生支援センター）。実際に子どもたちにロボットを操作
してもらうことにより，楽しさを体感してもらった。 

H23. 2.20 第 11 回 「エコフェ
スタワンダーラン
ド」 in 矢口西小学
校 

・区内の環境問題に取り組む団体・企業が集まり，子ども
達が環境について考えるきっかけとなることを目的に毎
年開催している。原子炉研の有冨研究室が参加。出展コー
ナーでは，活性炭をベースにした凝集沈降剤による濁水の
浄化技術について紹介した。 
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H23 H23. 7.28 「放射線」をテーマ
にした教員研修 

・放射線についての体系的な理解から具体的な実験方法に
ついて学び，放射線に関する最先端の科学技術についての
理解，いかに授業に生かせるかという視点での研修を開
催。講師は原子炉研の井頭教授。 

H23. 8.19 「東工大生と小中学
校教員との協働によ
る実践型サイエンス
コミュニケーション
～授業で使える理科
教材開発～」 
 

・東京工業大学の学生たちが大田区内の小中学校の先生と
コラボレーションして新しい教材・授業開発を行った。大
学院の授業と学校教員の研修が一緒になった新しい形の
学校連携の成果発表，体験会。今日求められている実践型
サイエンスコミュニケーションについての講演のほか，学
生と教員が協働で作成した指導案の発表も行った。 

H23.11.29 
H24. 3.10 

清水窪小学校での科
学教室 

・親子で一緒に科学実験を行い，科学に関する共通の体験
を得ることを目的として開催。学生が講師を務めた。 
○第１回：「お豆腐をつくろう！」→豆乳，塩析の説明 
○第２回：「ガラス細工」→マドラー制作 

H23. 2.19 第 11 回 「エコフェ
スタ・ワンダーラン
ド」 in 小池小学校 

・区内の環境問題に取り組む団体・企業が集まり，子ども
達が環境について考えるきっかけとなることを目的に毎
年開催している。原子炉研の有冨研究室が参加。出展コー
ナーでは，水性絵の具を溶かした水を汚水に見立て，凝集
沈降剤で水を浄化する実験を行う「水博士認定コーナー」
を運営した。 

H24. 3. 3 「東工大・おおたサ
イエンスフェスタ」 

・本学大学院学生と小・中学校教員との共同研究による理
科教材の作成とプログラム開発を行い，教員の理科指導力
の向上に役立てた。 
【対象：大田区小学生中学年～高学年 160 名】 

H24 H24. 6.21 「おおたサイエンス
スクール」 

・2007 年以降，JST からの補助金を元に大田区が展開し
ている事業。研究校である清水窪小学校で，本学教員が「お
もしろ理科教室」の一環で５年生に顕微鏡の使い方を指導
した。 

H24. 8.17 「未来の理科実験大
集合 
－授業で使える教材
開発発表会 

・東京工業大学の学生たちが大田区内の小中学校の先生と
コラボレーションして，学校で活用できる面白い授業の指
導案及び実験を行った。 

H25. 2.24 第 12 回 「エコフ
ェスタ・ワンダーラ
ンド」 in 池上小学
校 

・区内の環境問題に取り組む団体・企業が集まり，子ども
達が環境について考えるきっかけとなることを目的に毎
年開催している。原子炉研の有冨研究室が参加。 

H25 H25.8 月～11 月 学生による小学校で
の科学教室 

・区内小学校において学生による科学教室を開催した。  
8. 8 小池小学校 「コップギターづくり」 
8.26 清水窪小学校 「入浴剤づくり」 
8.31 馬込第三小学校 「サイエンスショー」 

11.16 矢口西小学校  「紙飛行機づくり」 
11.30 清水窪小学校  「エコカイロの制作」 

H25.11.27 清水窪小学校  ・化学専攻伊原准教授の研究室に４年生 40 名を迎え，環
境エネルギーイノベーション棟の見学と研究内容の紹介
を行った。 

 H26.1.23 「おおたサイエンス
スクール」 
（清水窪小学校） 
 

・大田区が展開している同事業に本学教員が，継続的に連
携してきたほか，この日の中間発表において，鈴木正昭教
授が本学と清水窪小学校との連携について講演を行った。 
 

H26 H26.8.15 東工大・おおたサイ
エンスフェスタ 

大田区教育委員会と本学の応用化学専攻等の協力により，
大田区内の小学生を対象にした科学教室を開催し，科学へ
の糸口を示した。 
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H26.11.15 エコフェスタ・ワン
ダーランド「水の不
思議」（東調布第三小
学校，中学生など） 

大田区東調布第三小学校において，身近な「水」をテーマ
にその科学的性質を実感するため様々な実験を通して科
学の魅力を体感させた。 

H26.12.10 大学でおもちゃを作
って学ぼう 
（清水窪小学校） 

本学，機械系専攻が清水窪小学校の生徒を対象に，トコト
コ動くおもちゃを自分で作って遊びながら，物理現象を学
ぶ機会を提供した。 

H26.12.26 作って，遊んで，学
ぶ工場 
（本学ものつくりセ
ンター） 

本学，機械系専攻が清水窪小学校の生徒を対象に，トコト
コ動くおもちゃを自分で作って遊びながら，物理現象を学
ぶ機会を提供した。 

H27.3.27 作って，遊んで，学
ぶ工場 
（本学ものつくりセ
ンター） 

本学，機械系専攻が清水窪小学校の生徒を対象に，トコト
コ動くおもちゃを自分で作って遊びながら，物理現象を学
ぶ機会を提供した。 

H27 H27.7.31 2015 東工大・おおた
サイエンスフェスタ 

大田区教育委員会と本学の応用化学専攻等の協力により，
大田区内の小学生を対象にした科学教室を開催し，科学へ
の糸口を示した。 

H27.8.28 地 球 と あ そ ぼ う
2015 

地域の小学生を対象とした，化石・鉱物などを使った体験
実習を実施した。 

H28.10~3  科学教室 小・中・高校生を対象にした科学教室を実施した。 
10.10「生命現象－物理と化学からのアプローチ‐」 
10.11「海辺に棲む生物の観察‐ウニやヒトデはどうやっ

て生きているの‐」 
11.14「植物のミクロな動きを顕微鏡で観察しよう」 
3.29 「棘皮動物の不思議な世界」 

H28.１.20  大田区立大森第 6 中
学校 

同校生徒が本学を訪れ，授業の一環として企画した「景観
まちづくり学習」に本学博物館が対応することとなり，道
家特命教授がインタビューを受けるとともに学内諸施設
を案内した。 

H28.１.30 
 
 
 

研究所訪問（地球生
命研究所） 

清水窪小学校 6 年生 20 名，教師 3 名に対して「地球の内
部」についての説明や，「ダイアモンドアンビルセル」を
使った実験，顕微鏡での観察など実演等を交えて説明し
た。 

 
 

出典：広報・社会連携課作成資料 
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（資料５）サイエンスカフェ 2014「腸内細菌ってなんだ？」（目黒区との連携講座） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京工業大学博物館＆目黒区との連携講座ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：本学ホームページ 

http://www.titech.ac.jp/event/2015/029883.html 
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（資料６）「もっと身近にｻｲｴﾝｽ！」（目黒区との連携講座） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：本学ホームページ 

http://www.titech.ac.jp/news/2015/030171.html 

  

 

17



社会連携本部 

 

（資料７）高校生のための夏休み特別講習会（生命理工学部）〈抜粋〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        出典：本学ホームページ 

http://www.bio.titech.ac.jp/event/highschool/ 
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（資料８）出張授業「工業高校との高大連携ものづくり人材育成プロジェクト」 
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出典：基金室作成資料 
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（資料９）オープンキャンパス 2015 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：本学ホームページ及び入試課作成資料 

http://www.titech.ac.jp/news/2015/032784.html 

 

◆ オープンキャンパス入場者数    平成 22年度  約 2,000名 

平成 23年度  約 2,000名 

平成 24年度  約 2,000名 

平成 25年度  約 2,000名 

平成 26年度  約 12,000名 

平成 27年度  約 15,000名 
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（資料 10）東京工業大学社会人教育講座・プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：本学ホームページ 

http://www.kyoiku-in.titech.ac.jp/extension/ex01/detail_153.html 
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（資料 11）東京工業大学社会人教育院開講講座・プログラム受講者実績（H21-27） 

 

出典：社会人教育院作成資料 
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（資料 12）東工大の E-JUST支援 

 

 

 

出典：大学ホームページ 

http://www.titech.ac.jp/globalization/stories/ejust_tokyo_tech.html 
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（資料 13）TAIST-Tokyo Tech(東工大がリードする日・タイ人材育成ネットワーク) 
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出典：本学ホームページ 

http://www.ttot.ipo.titech.ac.jp/docs/Pamphlet0703.pdf 
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（資料 14）TAIST プログラム修了者数（H21-27） 

 

 

 

 

出典：国際部国際事業課作成資料 
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